
いじめ防止基本方針 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学び、笑顔で生活し、たくましく生きる子どもの育成 

 

 

 

 

 

 

校長・教頭・教務主任 

生活指導主任・外部委員 

いじめ防止対策委員会 

（年２回学校教育を考える会） 

 

目指す子ども像 

生徒指導会議（第４週の水曜日）1６:０５～ 
 

雲仙市教育委員会 

ＳＳＷ・訪問指導員 

雲仙市いじめ防止基本方針 

多比良小教育目標 

いじめ防止対策推進法 

長崎県いじめ防止基本方針 
多比良小学校いじめ防止基本方針 

警 察 

健全育成協議会 

民生児童委員 

人権擁護委員 

Ⅰいじめ未然防止について 

＜教職員の取組＞  

（１）組織的取組  

・学校基本方針に基づく取組の実施、年間

計画の作成、実行、検証 

・いじめアンケート実施、集計、個別面談

の実施（年３回 ６月・１０月・２月） 

 ・いじめの疑いが発生した際の対策会議の

開催と組織的な対応方針の策定 

 ・保護者、地域への意識啓発（PTA 総会、

学級部、学校教育を考える会） 

 ・生徒指導会議の月１回の実施で共通理解 

（２）具体的取組  

・学級経営の充実、いじめを解決できる学

級集団（支持的風土）づくり、係活動、

委員会活動等自治的活動の活性化 

 ・道徳教育の充実と実践化、わかる授業の

実践 

 ・基本的生活習慣（礼儀、おもいやり、言

葉遣い等）の定着 

 ・たてわり班活動、たてわり班清掃活動の

実践で異学年の交流 

 ・学期２回の地区児童会の実施 

＜児童の取組＞ 

 ・各クラスのなかよし宣言作成（教育週間

児童集会で発表） 

 ・人権集会の実施 

 ・ふわふわことばの実践化 

＜ 保護者の取組 ＞ 

・学校のいじめ防止対策基本方針にそっ

て、家庭、地域での見守り活動の実施 

 ・学校への報告、連絡、相談、情報提供 

 ・学級部会活動での啓発と協力 

Ⅱいじめの早期発見について 

＜教職員の取組＞  

（１）日常の観察・児童との過ごす時間が

多く持てる機会を設定し、児童の人

間関係の把握に努める。 

（２）日記・連絡帳・生活ノートの活用  

（３）日頃から子ども保護者との信頼関係

を築く。気になる子へは、個別指導

や家庭訪問の実地を行う。 

（４）教育相談を実施（年 3回のいじめ防

止アンケート・個人面談）して気軽

に相談できる環境づくりに努める。 

（５）基本的生活習慣（思いやり・言葉遣

い・あいさつ等）の定着を図る。 

（６）たてわり班活動、たてわり班清掃活

動の実践で異学年の交流と相互に思

いやりの心を育成させる。 

＜児童の取組＞ 

 ・朝の会、帰りの会等での 1日の振り返

りと反省 

＜ 保護者の取組 ＞ 

・いじめ防止アンケートへの協力 
 

Ⅳ 重大事態への対応  

○いじめにより、児童が自殺を企図した場合、精神性の疾患が発生した場合、身体

に重大な傷害を負った場合、金銭・その他の財産を奪い取られた場合  

○教育委員会へ迅速に報告 

 

 

○いじめられた児童の安全確保 

○被害・加害児童保護者への連絡  

○人権擁護委員・民生児童委員・学校評議員等との相談・連携 

○犯罪行為として取り扱われるべきと認められる事案について警察との連携  

○市教委等の調査への協力 

Ⅲいじめに対する対応について 

＜教職員の取組＞  
（１）正確な実態把握と事実確認～

当事者双方、周りの子どもか
らの聞き取りをスピード感を
もって行う。 

（２）指導体制、方針の決定～全職
員で共通理解を図り、指導の
ねらいを明確にする。 

（３）児童への指導・支援～児童へ
いじめは絶対許される行為で
はないという人権意識を定着
させる。 

（４）保護者との望ましい連携に努
める。～誠実で丁寧な説明を
する。 

（５）発生後の対応～継続的な指導
を行い、カウンセラー等を積
極的に活用する。 

＜児童の取組＞  
 ・児童会や学級会活動で人権につ

いて学び、自らいじめ防止を実
践する。 

＜ 保護者の取組 ＞ 
・いじめ防止への協力 

（１）基本的な方向性 
 ① あらゆる教育活動を通して誰もが安心して豊かに生活できる学校づくりをめざす。 
 ② 豊かな情操と道徳心を培い、心の通じ合うコミュニケーション能力を育むため、人権教育、道徳教育の推進、体験活動の充実

を図る。 
 ③ 子どもが主体となって、いじめのない子ども社会を形成するという意識を育むため子ども自身がいじめを防止する取組ができ

るよう指導、支援する。 
 ④ いじめは、どの学校どの学級でも起こりうるということを強く意識し、いじめを未然に防ぎ、いじめが発生した場合は、早期

に解決できるように家庭や地域社会及び関係機関と連携を共有しながら指導にあたる。 
 ⑤ 教師が子どもと向き合う時間を大切にし、子どもの状況を常に的確に把握するように心がける。 
 ⑥ 定期的ないじめ防止アンケートに基づいて学期 1回の個別面談を実施し、子ども一人一人の状況把握に努める。 
 ⑦ 「いじめ防止対策委員会」を設置し、全校体制で組織的にいじめ防止に取り組む。 

 


